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文責：三嶋

2025年がスタートしました。12月25日(水)に行

った生徒発表の内容を紹介します。

2025年スタート
～冬休み前集会の発表より～

【１年A組 ＊＊＊＊】
今年を振り返ると、中学校に入学してから毎

日が新しい挑戦の日々でした。特に心に残って
いるのは西中祭です。吹奏楽部のステージ、そ
してダンス発表をたくさんの人と協力して成功
させることができました。
合唱コンクールでは何日も前から３つのパー

トに分かれて練習しました。１Ａの皆で毎日話
し合い本番に向けて一生懸命練習しました。本
番ではクラスの仲間、ピアノ伴奏の＊＊＊＊、
そして体育館の後ろから見守ってくれた＊＊＊
＊と心を合わせて精一杯の合唱ができました。
ダンス発表では、楽しみながら全力で踊るこ

とができました。練習で上手くいかなかったと
ころも、本番ではしっかりと踊ることができま
した。来年の西中祭も楽しみながら一生懸命頑
張りたいです。
次に私が冬休みに挑戦したいことを二つお話

しします。一つ目は英語検定です。私は１月に
英語検定を受けます。過去問を解いたり、単語
を覚えたりして、難しくても諦めずに勉強を続
けたいと思います。
二つ目は、１月７日から１１日に由利本荘市

の訪問団として、タイ王国に行くことです。訪
問団は他の中学校の人たちも一緒で、ホテルに
滞在しながらタイにある日本の工場や現地の学
校を見学します。タイの学校では英語を使うの
で、これまで習った英語を使って交流したいで
す。また、タイに行くのは初めてなので、文化
や食べ物、歴史についてたくさん学んで、一緒
に行く仲間とも仲良くなりたいです。帰国後は
体験したことを友達に伝えたいと思います。
１週間後は新年を迎えます。そして冬休みを

終え、またクラスや学年の仲間たちとの生活が
再開する日が今から楽しみです。充実した冬休
みを過ごせるように体調管理に気を付けます。
最後に、受検を迎える３年生のみなさん、お

体を大切にしてがんばってください。

【１年Ｂ組 ＊＊＊＊】
私が後期頑張ったことは二つあります。
一つ目は勉強です。後期中間テストに向けて、

先生や家族、友達と考えながら苦手な理系科目
などを中心に勉強しました。一回自分で復習し
てから、友達に説明できるまで取り組んだこと
が工夫した点です。そのおかげで前回の期末テ
ストよりも満足できる結果となりました。
二つ目は学校生活です。二分前着席を呼びか

けたり、友達や先生のお話を姿勢良くうなずき
ながら聞いたりすることができました。私のク
ラスでは時間を見て行動することが大きな課題
となっているのですが、最近は一部の人だけで
なく、全員で呼びかけをして行動することがで
きるようになってきました。これからはこのこ
とを当たり前にできるように生活して、新たな
課題をクラスで改善していきたいと思います。
次に、私が冬休みに頑張りたいことは今まで

の学習の復習です。４月から12月までに習った
ことをもう一度復習して忘れないようにしたい
です。そして、今自分があまり理解できていな
い国語の古文や理科の光の屈折を教科書で復習
するなどして取り組みたいと思います。また、
冬休み明けのテストでは、今回の中間テストよ
りもいい点数がとれるように頑張りたいです。

【２年A組 ＊＊＊＊】
私たち吹奏楽部は、先週の日曜日にカダーレ

で行われたアンサンブルコンテストに出場して
きました。成績は１年生による管打楽器６重奏
が銅賞、２年生による管打楽器８重奏が銀賞と
いう結果でした。当日は２年生が１名欠席とい
う想定外な出来事もありましたが、いないパー
トをカバーしながら落ち着いて演奏することが
できました。練習では、みんながより良い演奏
にしようと意見を出し合った際に、言い合いに
なりぶつかり合うこともありました。けれど、
そのおかげでよい音を出せるようになり、２年
生同士の仲も深まったように思います。
いつも指導してくださる＊＊＊＊をはじめ、

外部の先生方や、保護者の方々、全校の皆さん、
そして何よりも部員の仲間の支えや励ましのお
かげで、アンサンブルコンテストでの演奏を成
功させることができたと思っています。これか
らも支えてくださる皆様への感謝の気持ちを忘
れずに、冬休み中の練習にも全力で取り組みた
いです。

【学校教育目標】夢を力に ～立志三訓～希望・友情・鍛練



【２年Ｂ組 ＊＊＊＊】
今年の夏休み明けから今日まで過ごしてきた

中で、達成したことや新たな目標ができました。
初めに、達成したことは二つあります。一つ

目は、科学部での県大会出場です。今年の11月
９日に行われた秋田県理科研究発表大会に出場
した際に、努力の結果もあってか、見事に齋藤
憲三・山﨑貞一賞をいただくことができまし
た。たくさんの実験を重ね、それらのデータ整
理などを一生懸命に取り組んできたことが報わ
れたと思えた瞬間でした。
二つ目は、勉学についてです。９月から今ま

での期間、定期テストや学習状況調査など、度
重なるテストや、先ほどの部活動での大会に追
われていました。ですが、それらを振り切って
必死に勉強に取り組むことができ、成績をキー
プすることができました。隙間隙間にある自分
の時間を見落とさず、有効に使えたのが要因で
あると思うので、これからも続けていけるよう
に頑張って行きたいと思います。
冬休みに向けて立てた新たな目標は、勉強の

習慣化です。２年生として過ごすのは３月まで
ですが、来年からは実質受検生です。そこで、
高校受検に向かっていくためには勉強の習慣化
が必要だと考えました。そのために最近配られ
た整理と研究やワークを積極的に利用し、今ま
での学習したことや新しく学んだことを続けて
復習していけるようにしていきたいです。

【２年Ｂ組 ＊＊＊＊】
私が今年頑張ったことと来年頑張りたいこと

は２つあります。
１つ目は勉強です。とくに英語、国語をがん

ばりました。英語では単語、国語では漢字を中
心に何度も書き、覚えられるように努力をしま
した。テスト勉強では、ワークを３周し、２年
生の最初よりも点数が上がってよかったです。
来年からは受検生なので自分の目指す志望校に
合格したいです。そのために整理と研究で復習
や予習をし、受検に備えたいです。
２つ目は部活です。11月に行われた湯沢大会

では、練習してきたことを生かして準優勝を取
ることができました。来年に行われる総体では
優勝し、県大会に出場したいです。そのために
苦しい練習でもがんばり、サーブやスパイクで
は、するどい所にねらい、レシーブではセッタ
ーが上げやすいところに上げたいです。
今年は、これらのように勉強と部活の両立を

心がけた生活ができました。来年は受検生なの
で、より意識をした生活をしたいです。

【３年Ｂ組 ＊＊＊＊】
僕が今年の漢字に選んだのは「奮」です。今

年は僕たち３年生にとって、中学校最後の行事
の連続でした。運動会、合唱コンクール、球技
大会など、どれも学級、学年で奮闘し、最高の
思い出をつくることができました。また、学習
面でも、苦手教科であった英語を特に勉強して、
テストの成績を上げることができました。あの
ときの興奮は忘れられません。明日からは冬休
みです。英語を中心にどの教科も苦手をなくし、
応用できるようにがんばりたいです。そして、
健康にも気を付けながら、気持ちよく新年を迎
えたいです。

【３年Ｂ組 ＊＊＊＊】
僕が選んだ今年の漢字は「励」です。励とい

う漢字には、励んで努力する、互いに励まし合
うなどの意味があります。中学３年生になると
受検勉強が始まり、現実と向き合うことが増え
ました。自分が１、２年生の頃と比べると確実
に勉強への意識は高まったと思います。苦しい
時期の方が多くても友人同士で励まし合いなが
ら頑張ることができました。
冬休みに入っても勉強に励み、自分の力を伸

ばしていきたいと思います。

【３年Ａ組 ＊＊＊＊】
僕が選んだ今年の漢字は「努」です。今年は

３年生としてたくさんの場面で頑張るところが
ありました。運動会や合唱コンクール、球技大
会などの行事を中心として頑張りました。クラ
スや学年で協力し行事を成功させることができ
ました。絶対に１人の力では難しいと思うし、
協力することに意味があるのだと感じました。
いい準備をしてこそのいい結果だと思います。
努力を怠らず、自分の目標や夢に向かってこれ
からも頑張っていきます。

【３年Ａ組 ＊＊＊＊】
僕の一文字は「力」です。僕たち３年生は全

ての行事に「最後の」という言葉がついてきま
した。その最後の行事に向かって３年生一人一
人が自分の力を存分に発揮できた年だと思いま
す。ですが、３年生にはもっとがんばらなけれ
ばいけない受検というものがあり、そこで３年
生は自分のもっている最大限の力を発揮しなけ
ればならないのです。来年も力を発揮しなけれ
ばならないので、力をたくわえる冬休みにした
いと思います。

「奮励努力」この四字熟語には「気力を奮い
起こして励むこと」という意味があります。


